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おめでとうございます�
　秋の叙勲受賞者 ２�
年末年始の役場の業務 ３�
保育所入所を受付 ９�

�
……………�

………�
……………�

　第二大山崎小学校の４年生が、ふるさと�
福祉体験活動に取り組みました。�
　自然や郷土を愛する心を育もうと実施さ�
れたもので、子どもたちは、天王山を美し�
く保とうと呼びかける看板を自ら作り、山�
道を持ち運び、立て付けました。�
　旗立松展望台近くの休憩所と青木葉谷広�
場に、「歴史ある天王山の自然を大切に」な�
どと書かれた計１２個の看板が並んでいます。�

天王山を�
　 美しく！�
天王山を�
　 美しく！�



「多くの方にお世話になり、社会勉強をさせていた

だきました。」と、３１年間にわたる消防団活動を振り

返られます。

「サイレンが鳴ったらすぐ駆けつけねばと、常に緊

張感を持っていました。」

ときに命をも脅かす厳しい活動に、身を捧げてきた

のは「自分たちの住むところは、自分たちで守る」と

いう意識から。

昭和４３年の久保川堤防決壊時には濁流に身を投じ、

水防工法を実施、被害を最小限に食い止められました。

また同４４年の鏡田豪雨災害時には、胸までつかりな

がらも、孤立した１５０人の救出活動に当たられました。

自身は農家を営まれ「台風の時は、自分の畑も一大

事なのですが、消防団の仕事がありますから、大変で

した。」そんな苦労話をも笑顔で語られる姿から、そ

の人柄がうかがい知れます。

火事のときに落ち着いて対応するためには、日ごろ

からの訓練が大切。消防団では、毎月 1 回の訓練、

機器の点検は欠かせません。団員は、それぞれの仕事

を持ちながら、これらの活動をこなしています。

「私も、家族の理解、協力があってこそ続けてこら

れたのだと思います。」

現在は、町の農業委員会会長として活躍中。

「役をいただいていることが、元気の秘訣です。」

「利用者とは、できるだけ一緒に作業をするように、

そして仲間として活動するようにしています。」

所長を務められる大山崎共同作業所は、おもに知的

障害を持つ人が、養護学校を卒業した後、自立した社

会参加を遂げるために通所して働く場で、現在、９名

の利用者が、手作りの小物やクッキーなどの製作・販

売にあたっています。

利用者の皆さんは、年代、性別もそれぞれ。「根気

強く、心おだやかな人が多いと思いますね。」中には

介護が必要な人もいますが、「指導員の方に、一生懸

命取り組んでいただいています。」

外出日に、利用者とバーベキューをしたり、大阪へ

モノレールを見に行くことも。皆、その外出を、心待

ちにしています。

「何より、心が素直な人たちです。」

かつての教え子とは、年に１回会って昔話をする間

柄で、「今回、６０歳を超えた教え子が、お祝いをして

くれました。」とうれしそうに話される姿から、慕わ

れる先生像が浮かびます。

「本当に利用者たちの心にとけこめているか、考え

ることも多いです。しかし、熱心に職務に当たってき

たつもりです。利用者の家族も高齢化が進んでおり、

これからの課題も多いですが、できる限りは、一生懸

命やっていきたいです。」

【
自
治
功
労
者
表
彰
】

小
泉
　
興
洋
さ
ん

町
議
会
議
員

江
下
　
伝
明
さ
ん

町
議
会
議
員

前
川
　
　
光
さ
ん

町
議
会
議
員

【
善
行
表
彰
】

サ
ン
ト
リ
ー
株
式
会
社
環
境
部
長

高
屋
　
雅
光
さ
ん
（
寄
付
）

北
川
　
喜
芳
さ
ん
（
寄
贈
）

片
庭
　
富
美
枝
さ
ん
（
寄
付
）

【
感
謝
状
贈
呈
】

故
・
下
薗
　
俊
喜
さ
ん
（
元
監
査
委
員
）

井
上
　
亮
淳
さ
ん
（
元
人
権
擁
護
委
員
）

株
式
会
社
東
亜
セ
イ
コ
ー
　
取
締
役
社
長

齋
藤
　
真
也
さ
ん

（
寄
贈
）

長
寿
苑
ビ
リ
ヤ
ー
ド
サ
ー
ク
ル
　

加
田
　
宗
次
さ
ん

（
寄
贈
）
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こいずみ　ひろし●昭和３６年

大山崎町（当時大山崎村）消防

団入団。平成１０年から１６年ま

で同団長。元京都府消防協会理

事。消防功労/瑞宝単光章。６５

歳。円明寺東ノ口

しおがい　たかお●中学校教

諭、養護学校長、知的障害者の

授産施設長等を経て、平成１５

年から大山崎共同作業所長。教

育功労/瑞宝双光章。７４歳。円

明寺脇山

小泉　博 さん 塩貝　孝雄 さん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
●
平
成
18
年
秋
の
叙
勲

誇り高き自治の精神
第３９回大山崎町自治記念式典

町制施行記念日の 11月3日、公民館
ホールにおいて「大山崎町自治記念
式典」を盛大に開催。町の発展にご
尽力いただいた皆さんに表彰状及び
感謝状を贈呈し、ともに記念日を祝
いました。
表彰を受けられたのは、次の皆さん
です（順不同）。
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【
京
都
府
知
事
　
団
体
功
労
者
表
彰
】

五
島
正
則
さ
ん

【
商
工
･
農
林
功
労
者
表
彰
】

（
大
山
崎
町
農
林
業
功
労
者
）

大
北
　
榮
次
さ
ん

小
川
　
宗
樹
さ
ん
　

小
泉
　
和
秀
さ
ん

（
大
山
崎
町
中
小
企
業
優
良
者
）

飯
田
　
夏
江
さ
ん

小
林
　
典
和
さ
ん

田
中
　
加
代
子
さ
ん

【
第
17
回
農
林
産
物
品
評
会
】

■
京
都
府
知
事
賞
　
　

吉
田
俊
晴
さ
ん
（
バ
ラ
）

■
大
山
崎
町
長
賞
　

本
部
　
幹
男
さ
ん
（
水
菜
）

■
京
都
府
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
乙
訓
支
部
長
賞
　
　

島
　
義
雄
さ
ん
（
小
芋
）

■
乙
訓
都
市
農
業
振
興
協
議
会
長
賞
　

石
田
孝
雄
さ
ん
（
バ
ラ
）

■
大
山
崎
町
農
業
委
員
会
長
賞

上
田
實
さ
ん
（
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
）

■
京
都
中
央
農
業
協
同
組
合
長
賞
　

平
井
　
章
司
さ
ん
（
京
山
科
ナ
ス
）

■
京
都
新
聞
社
賞

小
泉
智
恵
子
さ
ん
（
小
か
ぶ
）

■ 役場、保健センター

１２月２８日sまで通常通り

１２月２９日t～１月３日rまで休み

１月４日sから通常通り

■ 公民館、長寿苑、歴史資料館

ふるさとセンター、体育館

１２月２７日rまで通常通り

１２月２８日s～１月４日sまで休み

１月５日tから通常通り

■ ごみ・し尿収集

問＝町経済環境室（内２４６）

燃えるごみ

年末は、１２月２８日sまで平常収集。

１２月２９日tに、火・金曜日 収集地域を特

別収集。

１２月３１日Oに、月・木曜日 収集地域を特

別収集。

年始は、１月５日tから平常収集。

１月１日pから１月４日sまでの収集はあ

りません。

資源ごみ分別収集

１２月２８日sまで平常収集。

年始は、１月５日tから平常収集。

し尿汲み取り

年末＝１２月２８日sまで平常収集。

年始＝１月５日tから平常収集

【年末年始の役場業務】 ●
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

「几帳面で真っすぐ。そんな自分の性格に、合って

いました。」と、主に交通関係を中心に任務に当たら

れた、警察官としての３５年間を振り返られます。

印象に残る出来事として、学園紛争で顔面に火炎瓶

の直撃を受けたことや、昭和４３年京都島原での殺人事

件の際、現場に駆けつけ、犯人を逮捕したことなどを

挙げられます。

「国民の生命、身体、財産を守るのだという使命感

を胸に、いつどんなことがあってもいいよう、２４時間

常に、心の準備をしていました。」一方で、「家族には、

苦労をかけたと思います。」

自動車学校の管理者を経て一線を退かれ、「ようや

く、夫婦水入らずの生活を過ごしています。」と微笑

まれました。

きんじょう　かめぞう●元京都

府警視。警察功労/瑞宝単光章。

７８歳。円明寺若宮前

金城　亀三 さん

せき　まもる●元京都府警部。

警察功労/瑞宝単光章。８４歳。

円明寺脇山

関　　守 さん



4広報おおやまざき

おおやまざき産業まつりなど、秋のイベントが役場周

辺でいっせいに行われました。

天王山合戦絵巻には、中学生も参加。よろいを着こん

で、勇敢な姿を見せてくれました。

ブルドーザー体験コーナーでは、恐る恐る乗り込むちびっ子た

ちの姿がありました。

その他各種出店や展示もあり、約3,000人が来場する大賑わい

の一日でした。

町と町国際交流協会が、「大山崎町国際フェスタ」を

開催、独立行政法人国際交流基金関西国際センターで日

本語、日本文化を学ぶ１８人の外国人研修生が、大山崎

町へ、ホームステイにやって来ました。

１泊２日と短い時間でしたが、見送りの時には、「帰りたくな

いです。」「もう、あなたは我が家の一員です」と抱擁しあう家族も。

大いに交流を深めた様子でした。



長野県箕輪町で「みのわもみじカップ第１回フェンシ

ング大会」が行われました。地元クラブ「京都フューチ

ャーフェンシングクラブ」からも選手が出場し、全国の

強豪と技を競いました。

この大会には、大山崎町から河原　町長、黒崎教育長も出席。

大山崎町が数々のフェンシングの全国大会を開催してきたことか

ら招待されたもので、今後は、大山崎町で開催する大会に箕輪町

長を招くなど、フェンシングを通じての交流が始まります。

アサヒビール大山崎山荘美術館開館１０周年記念コン

サートを開催しました。２日間にわたって開催予定でし

たが、１日目のジャズコンサートはあいにくの雨で中止。

２日目のクラシックコンサートのこの日も、今秋一番の冷え込み

でしたが、ゲストの素敵な演奏に満員の客席は寒さを忘れ、大い

に盛り上がりました。

第二大山崎小学校で、「新エネルギー教室」が行われ

ました。

太陽光で走るソーラーカーの製作を通じて、新エネル

ギーや地球環境について学んでもらおうと、資源エネルギー庁と

近畿経済産業局、京都府、大山崎町が共催で開いたこの教室。

苦心して完成させたマシンが、光を浴びて走りだすと、子ども

たちは「走った！走った！」と歓声をあげていました。

町民、企業、小中学生が一体となって、まちを花で飾る取り組

み「花いっぱい運動」。

毎年、「ふるさとづくり大山崎町推進協議会」が実施していま

す。

この日は、大山崎小学校で会員らが、１年生とともに春先の大

山崎町を彩るチューリップの球根などの植えつけを行いました。

小中学生、会員らが育てた花々が、春には各学校をはじめ、町

体育館、ＪＲ駅前等を彩ります。
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天
王
山
の
ぼ
る
君
の

「
も
っ
と
知
り
た
い
よ
」

こ
ん
に
ち
は
。
天
王
山
の
ぼ
る
で

す
。僕

は
ね
、
小
さ
い
頃
か
ら
、
公
園

で
遊
ぶ
の
が
大
好
き
な
ん
だ
。

こ
な
い
だ
、
珍
し
い
も
の
を
見
た

よ
。
砂
場
の
砂
を
入
れ
替
え
て
い
た

ん
だ
。

の
ぼ
る
君
こ
ん
に
ち
は
。

大
山
崎
町
の
公
園
で
は
ね
、

小
さ
い
子
に
安
心
し
て
遊
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
、
砂
場
の
砂
は
、
年
に
１

回
入
れ
替
え
て
い
る
ん
だ
よ
。

そ
の
ほ
か
、
町
の
公
園
管
理
は
こ

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
ん
だ
。

○
草
刈
…
年
４
〜
５
回

○
剪
定
…
年
１
回

○
樹
木
消
毒
…
年
１
〜
２
回

○
遊
具
の
更
新
（
老
朽
）
…
順
次

（
適
時
）
更
新

他
に
は
ね
、
公
園
の
出
入
口
に
あ

る
段
差
を
ス
ロ
ー
プ
に
改
修
す
る

“バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
”
も
進
め
て

い
る
ん
だ
よ
。あ

の
ね
、
淀
川
さ
ん
、

近
所
の
公
園
の
ゴ
ミ
箱

に
は
ね
、
ご
み
が
山
盛
り
捨
て
ら

れ
て
い
る
ん
だ
。
な
ん
だ
か
汚
い

な
あ
。

ゴ
ミ
箱
の
ゴ
ミ
は
ね
、

月
に
２
回
、
回
収
し
て

い
る
ん
だ
け
ど
、
家
庭
で
出
る
ゴ

ミ
を
公
園
に
捨
て
る
人
が
い
て
、

困
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。
こ
う
い
う

状
況
が
続
け
ば
、
公
園
の
ゴ
ミ
箱

を
撤
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん

だ
よ
。
そ
れ
で
は
、
困
っ
て
し
ま

う
よ
ね
。

で
す
の
で
、
皆
さ
ん
、
家
庭
ゴ

ミ
は
公
園
に
捨
て
な
い
よ
う
、
ま

た
、
そ
の
他
の
ゴ
ミ
も
な
る
べ
く

持
ち
帰
り
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

そ
う
そ
う
。
小
さ
い

頃
、
公
園
で
怖
い
思
い

を
し
た
ん
だ
。
犬
に
追
い
か
け
ら

れ
た
ん
だ
よ
。

そ
れ
は
怖
か
っ
た
ね
。

公
園
で
は
、
小
さ
い
お

子
さ
ん
も
た
く
さ
ん
遊
ん
で
い
ま

す
。
愛
犬
家
の
皆
さ
ん
、
公
園
に

は
犬
を
入
れ
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

今
度
ね
、
僕
の
近
所

の
人
た
ち
で
、
公
園
の

草
刈
を
し
よ
う
っ
て
こ
と
に
な
っ

た
ん
だ
。
刈
り
取
っ
た
草
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
か
な
？

そ
れ
は
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
内
会
・
自
治
会
な
ど
で
草
刈

や
清
掃
を
し
て
い
た
だ
い
て
出
た

ゴ
ミ
は
ね
、連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、

喜
ん
で
回
収
に
行
っ
て
い
る
よ
。

ま
た
、
役
場
２
階
ま
ち
づ
く
り

推
進
室
で
ゴ
ミ
袋
を
お
渡
し
し
て

い
る
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問
い
あ
わ
せ
＝
町
ま
ち
づ
く
り
推

進
室
　
1
９
５
６
ー
２
１
０
１

公園利用についてお願い

社会教育関係団体等�

“
大
山
崎
生
活
学
校
で
は
、
悪
質
商
法
対
策
や
、
“食
育
”
な
ど
、
多
く

の
テ
ー
マ
を
学
習
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、
地
球
環

境
を
守
る
活
動
で
す
。

こ
ん
な
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

た
と
え
ば
、
20
r
の
レ
ジ
袋
１
枚
を
つ
く
る
の
に
、
お
ち
ょ
こ
１
杯
の
原

油
が
要
る
ん
で
す
。

テ
レ
ビ
な
ど
の
ス
イ
ッ
チ
が
消
え
て
い
て
も
コ
ン
セ
ン
ト
が
入
っ
て
い
れ

ば
必
要
と
な
る
「
待
機
電
力
」
の
電
気
代
は
、
平
均
家
庭
で
、
年
１
万
円
も

か
か
っ
て
い
る
ん
で
す
。

ゴ
ミ
１
㎏
を
処
分
す
る
の
に
は
、
約
３
０
０
円
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
ん

で
す
。

こ
う
い
う
事
例
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
お
の
ず
と
省
エ
ネ
生
活
を
こ
こ
ろ
が

け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
し
、ゴ
ミ
の
分
別
も
き
っ
ち
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

以
前
、
講
演
で
聞
い
た
言
葉
で
す
が
、

『
伝
え
る
こ
と
と
、
伝
わ
る
こ
と
は
違
う
』。

こ
ち
ら
が
言
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
相
手
に
届
い
て
い
る
と
は
限
ら
な

い
と
い
う
意
味
で
す
。

ま
さ
に
こ
の
言
葉
の
と
お
り
、
私
た
ち
の
取
り
組
み
は
、
な
か
な
か
浸
透

が
難
し
い
と
感
じ
る
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
根
気
よ
く
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
人
に
広
め
、
人
々
の
意
識
を
変
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
ひ
と
つ
の
目
標
が
あ
る
ん
で
す
。
空

き
缶
の
プ
ル
タ
ブ
を
集
め
て
、
車
椅
子
に
換
え

る
こ
と
で
す
。
会
員
や
近
所
の
方
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
少
し
ず
つ
目
標
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。

プ
ル
タ
ブ
集
め
は
、
本
当
に
身
近
に
で
き
る

こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
も
、
ご
一
緒
に
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。”

大
山
崎
生
活
学
校

梶
野
歓
子

運
営
委
員
長

昭
和
45
年
設
立

会
員
34
名

6広報おおやまざき

地域子ども教室推進事業「牛乳パックの再利用」。
ものづくりを通じて、資源を大切にすることを学
びます。

生
活
に
役
立
つ

情
報
学
ぶ
“学
校
”

家庭ごみは捨てないで！！
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⑱
中央公民館

「大山崎ペン字サークル」
の皆さん

「
こ
の
字
は
三
角
形
に
な
る
よ
う
に
。」

と
の
先
生
の
指
示
に
、
真
剣
な
表
情
の
約

20
名
が
耳
を
傾
け
ま
す
。

「
先
生
の
よ
う
に
き
れ
い
な
字
を
書
き
た

い
と
思
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
。
本
当
に
奥

が
深
い
で
す
。
そ
し
て
集
中
力
が
要
り
ま
す

ね
。」
と
平
井
慶
子
さ
ん
。
「
自
分
で
は
上

達
し
た
と
思
っ
て
い
な
く
て
も
、
人
か
ら
字

が
変
わ
っ
た
ね
と
言
わ
れ
た
ら
、
励
み
に
な

り
ま
す
。」

「
名
前
を
き
れ
い
に
書
き
た
い
と
思
い
、

始
め
ま
し
た
。」
と
話
さ
れ
る
の
は
吉
藤
幸

子
さ
ん
。

「
筆
順
や
部
首
な
ど
も
て
い
ね
い
に
教
え

て
い
た
だ
け
る
の
で
、
興
味
を
持
っ
て
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。」

結
成
12
年
目
。
先
の
検
定
試
験
で
は
、
こ

の
サ
ー
ク
ル
か
ら
教
範
に
４
人
、
師
範
に
１

人
、
準
師
範
に
２
人
の
受
験
者
全
員
が
合
格

す
る
快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
。

最
上
位
の

“無
鑑
査
”
の
総
麹
俊
子
さ
ん

は
、「毎

回
、
先
生
の
お
話
に
引
き
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
私
自
身
は
、
ま
だ
ま
だ
。
上
手
に

書
け
た
な
と
納
得
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

ね
。
き
っ
と
、
ず
っ
と
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で

し
ょ
う
か
。」
と
謙
虚
に
話
さ
れ
ま
す
。

指
導
す
る
佐
藤
多
恵
子
先
生
は
「
文
字
に

は
、
書
い
た
人
の
人
と
な
り
や
、
そ
の
時
の

気
持
ち
な
ど
が
表
れ
ま
す
。
基
本
を
し
っ
か

り
と
踏
ま
え
た
う
え
で
、
個
々
の
ペ
ー
ス
に

あ
わ
せ
、
自
然
体
で
上
達
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

こ
の
サ
ー
ク
ル
で
は
、
た
だ
い
ま
メ
ン
バ

ー
募
集
中
で
す
。
　

今
回
お
話
を
お
伺
い
し
た
皆
さ
ん
は
、
書

道
の
経
験
も
無
く
、
一
か
ら
こ
の
サ
ー
ク
ル

で
学
習
さ
れ
、
腕
を
磨
か
れ
て
い
ま
す
。
当

然
、
初
心
者
も
歓
迎
。
問
合
せ
は
、
池
田
さ

ん
1
９
５
６
ー
７
１
１
６
ま
で
。

図書の貸出・返却時間

平日 １０時～１６時３０分

土・日・祝日 １０時～１６時【 】

〈中央公民館図書室からのご案内〉

年末年始のお休み
１２月２７日（水）～1月４日（木）

１月５日（金）より
通常通り開室します。

休室中の本の返却は、公民館正面入

口（西国街道側の入口）にある青色

の返却ポストをご利用ください。

【一 般 書】 【児 童 書】

◎宇宙授業
中川　人司／著

｢宇宙人はいますか？｣｢どこから、
宇宙なの？｣｢宇宙で音は聞こえる
の？｣｢どこから、無重力なの？｣など
など、宇宙とは特に縁のない人からの
素朴な疑問に、わかりやすく答えてく
れます。

◎『14歳からの政治』
長谷部　尚子／著

「政治家･･･選挙のとき以外はなにを
しているの？」昨年の衆議院選挙のあ
と、中学生の彼女は考えました。そし
て、政治家に質問することにしました。
大人なら（大人でなくても）多くの人
が名前を知っている、８人の政治家が
登場します。

・『憲法九条を世界遺産に』
太田　光・中沢　新一／著

・『下流喰い』 須田　慎一郎／著
・『京都文学散歩』

京都新聞出版センター／編
・『見えない貌(かお)』

夏樹　静子／著
・『ブラバン』 津原　泰水／著

・『海べのふしぎな生きものたち』
よしざき　かずみ／写真　とりない　けいこ／文

・『ぼうけんでんしゃ　ぐるる～ん』
さの　てつじ／さく・え

・『デルトラクエスト　デルトラの伝説』
エミリー･ロッダ／作

・『レインボーマジック　①赤の妖精(フェアリー) ルビー』
デイジー・メドウズ／作

・『ドラゴン・スレイヤー・アカデミー2 ③こわーい金曜日』
ケイト・マクミュラン／作

文字には、人となりが表れます。
先生が一人一人ていねいに
指導します。
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おかしいと感じたら、迷わず連絡を
町健康・児童推進室　 1 953－6006（夜間、休日は1 956-2101）

児 童 相 談 所　 1 432－3278

あ
な
た
の

「
も
し
や
」
が

子
ど
も
を
救
う

かぞくのだれかに、

いやなことをいわれたり、

いやなことをされたり、

おなかがすいてもたべる

ものがなかったり、

たたかれたりなぐられた

りして、

いたいおもいをしていたら、

ここにでんわしてください。

1953－6006（やくば）
（8:30～ 17:15)

■虐待を受けたと思われる子
どもを見つけたときは…

すぐに、連絡（通告）してくださ

い。通告は子どもを守るためのもの

なので、医師や公務員の「守秘義務」

違反にはなりません。また、連絡し

た人が特定されないよう、秘密は守

られます。

■子育てについて不安を持っ
ているとき…

例えば、自分だけがうまく子育て

できていない、助けてくれる人がい

ない、子どもの行動が気に入らない、

この子がいなかったら、などと思っ

てしまい、自分を追いつめていたら。

そんな時は、一人で悩まず、ご相

談ください。

・
不
自
然
な
傷
や
打
撲
の
跡
が
あ
る
。

・
着
衣
や
髪
の
毛
が
い
つ
も
汚
れ
て
い
る
。

・
表
情
が
乏
し
い
。

・
お
ど
お
ど
し
て
い
る
。

・
落
ち
着
き
が
な
く
、
乱
暴
に
な
る
。

・
親
を
避
け
よ
う
と
す
る
。

・
夜
遅
く
ま
で
一
人
で
遊
ん
で
い
る
。
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町立保育所では、ご家庭で保育がで

きない児童をお預かりしています。

平成１９年度、保育所への新規入所

を希望する方は、次の要領で申し込ん

でください。

なお、保育所によっては希望者が定

員を上回り、入所できない場合や待機

となる場合もありますので、ご了承く

ださい。

申込用紙の配付

12月６日rから役場健康・児童推

進室児童福祉グループ、町立各保育

所で配布します。

受付期間

平成１９年１月１８日s・１９日tの

２日間。

各日とも 9:00 ～ 12:00

13:00～ 16:00

17:00～ 19:00

受付場所

役場１階　第１会議室

受付当日に面接を行いますので、

質問事項に答えられる方が持参して

ください（郵送は不可）。

入所条件

平成１９年４月１日現在、生後６

ヵ月以上（平成１８年１０月２日以前

の生まれ）小学校就学前の乳幼児で、

保護者とともに大山崎町に住居を有

して、住民登録（外国人登録）をし

ていること。また、保護者（同居の

祖父母等も含む）のいずれもが次の

要件のいずれかに該当すること。

①保護者が、昼間家庭の外で働くこ

とが常である。

②保護者が、昼間家庭の中で児童と

離れて、日常の家事以外をするこ

とが常である。

③母親が、妊娠中である、または出

産後間がない。

④保護者が、病気の状態である。ま

たは心身に障害がある。

⑤家庭内に長期にわたる病人や、心

身に障害のある人がいるため、親

が常に看護に従事している。

⑥火災、風水害、地震などの災害に

より、住居を失った。または、住

居を破損した場合において、その

復旧などのため児童の保育ができ

ない。

⑦町長が認める前各号に類する状態

にある。

以上のいずれの場合も、両親以外

に同居の親族、その他の人等、世帯

員のすべてが児童の保育にあたるこ

とができないと認められる場合に限

ります。また、入所決定後に変更が

あり、この要件に該当しなくなった

場合は、決定の取り消しや退所とな

ります。

保育料

所得税額などにより決定。

保育時間

平日午前８時３０分～午後４時３０分

（土曜日は正午まで）

時間外保育

やむを得ない場合は午前７時～午後

７時までの範囲で保育します（別途

保育料が必要です）。

定員

大山崎町保育所　　１２０人

第２保育所　　　　１００人

第３保育所　　　　 ９０人

入所の可否

３月上旬に各家庭に通知します。

現在、保育所に入所している児童で、

来年度も継続して入所を希望される方

は、『保育の実施継続確認書』に必要

書類を添付の上、提出してください。

（用紙は保育所からお渡しします）。

提出期間

平成１９年１月９日q～１月１２日t

提出場所

現在入所している保育所

１月１８日（木）、１９日（金）の２日間。申込用紙は１２月６日（水）から配布

平成１９年度

町立保育所の入所申込を受付

現在保育所に入所されて
いる方は・・・

問＝町健康･児童推進室児童福祉

グループ1９５６－２１０１

（内１３３、１３４）



平成１９・２０年度に町が発注する公

共工事等の、指名競争入札等に参加す

るための資格審査申請の受付を、次の

とおり行います。

受付対象

建設工事、測量・建設コンサルタン

ト業務等、物品購入等及び委託業務

（役務）について入札等に参加を希望

する方。（大山崎町・長岡京市・向日

市の建設工事にかかる業者の方の資格

の有効期間は１年。その他の地域及び

業種の方は２年です。）

申請書等の配布

申請に関する要項、手引き及び申請

書類は、本町ホームページ

（http://www.town.oyamazaki.kyoto.jp）

に詳細を掲載しています。ダウンロー

ドして申請書類を作成し提出してくだ

さい。

申請方法＝郵送方式のみ（簡易書留郵

便に限ります）。

受付期間＝１２月１日～１２月１１日（消

印有効）。

郵送先＝〒618-8501（住所不要）大山

崎町総務室管財契約グループ

問＝京都府行政書士会1９３１-１１３１

（町総務室管財契約グループが、京都

府行政書士会に委託して申請書類の審

査事務を行います。）

１２月１１日p～１２月３１日O

年の瀬も　急がずあせらず　京の道

運動重点

１．飲酒運転の追放

２．高齢者の交通事故防止

３．自転車利用者のマナー向上と交

通事故防止

－大山崎町交通対策協議会－

年末の交通事故防止府民運動

平成１９・２０年度の指名競
争入札等参加資格審査申
請を受付

自動車やバイクの不正改造に関して

は、走行することはもちろん、改造行

為そのものや、暴走行為に対する「あ

おり行為」も罰則の対象となります。

暴走行為は、道路交通に危険を生じ

させたり、住宅街に騒音を発生させた

り、周囲に多大な迷惑を及ぼします。

自動車やバイクは正しく整備し、交

通ルールを守って運転をしましょう。

―大山崎町交通対策協議会―

町社会福祉協議会では、毎年夏期と

年末の２回「くらしの資金」の貸付を

行っています。手続き等、お気軽に相

談ください。

貸付対象＝家族などが病気、失業、不

慮の事故その他の事情によって、経済

的に困窮し、生活が立ち行かなくなる

恐れがあり、この貸付によって自立更

生が可能であると認められる世帯

貸付限度額＝１０万円以内

償還方法＝２年以内（据置期間４カ月）。

無利子、無担保、無保証人

受付期間＝１２月４日p～８日t

申込＝下記に備え付けの申込書にて。

問＝町社会福祉協議会事務局（町福祉

センターなごみの郷内）1９５７-４１００

町選挙管理委員会では、ただいま来

年度の検察審査員候補者の調査・選定

を行っています。検察審査員は、検察

官が被疑者を裁判にかけなかったこと

（不起訴処分）のよしあしを審査しま

す。審査員は、有権者の中からくじで

選ばれます。皆さんのご理解・ご協力

をお願いします。

問＝京都検察審査会事務局

1２１１-４１１１

町選挙管理委員会

（町総務室内。内３２３）

検察審査員候補者の
調査・選定にご協力を

「くらしの資金」を
お貸しします

暴走は　しない　
させない　見に行かない

京都府が発行している「きょうと府

民だより」は、毎月第１日曜日に、新

聞（京都・朝日・読売・毎日・産経・

日経）に折り込んで皆さんのご家庭に

お届けしています。

新聞を購読されていないなどの理由

で届いていない場合、連絡いただけれ

ば無料でお送りします。

問＝京都府広報課1４１４-４０７４

長岡京市高年齢者職業相談室「乙訓

パートバンク」では、高年齢者の方の

職業相談室で、おもに、次のような業

務を行っています。

求人情報の提供・閲覧

職種別に分類された求人票をご覧い

ただけます。

職業紹介

希望求人に対する紹介と面接の手配

を行います。ご紹介できる求人は、

①５５歳以上の方のフルタイムの仕事

②パートの仕事

職業相談

履歴書、職務経歴書の書き方、仕事

の選び方や面接の受け方などの就職に

関する種々のご相談に応じます。

※長岡京市高年齢者職業相談室は、ハ

ローワーク京都七条の出張所です。

業務取扱

月～金曜日　8:30～ 17:00

所在地＝長岡京市開田３（長岡京市役

所分庁舎３ ２階）

問＝1９５５-０５０６

高年齢者の職業相談室
「乙訓パートバンク」

届いていますか？
「きょうと府民だより」
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このコーナーは１４ページから始まります大山崎町役場 代表1９５６-２１０１



「認知症を共に学ぶ～

不安よりも安心の仲間づくりを～」

二年前の小澤勲先生の講演会のあ

と、皆で話し合い、毎月和気あいあい

と学習会をしてきました。

認知症の知識だけでなく、これから

の自分たちの生き方を考え深めてきた

「『認知症とは何か』学習会」の取り組

みを、ご紹介します。

とき＝１２月１４日s10:30～ 12:00

ところ＝なごみの郷２階介護者教室

対象＝大山崎町住民はどなたでも

協力＝学習会メンバー

申込＝電話・ファックス・ハガキ・ E

メールのいずれかで、名前・住所・電

話番号を下記まで。

締切＝１２月１１日p

問＝大山崎町地域包括支援センター

〒 618-0091 大山崎町円明寺百々 10-2

町福祉センターなごみの郷内

1９５２-６５３３　FAX９５４-４４００

Ｅ-mail ： oyamazakishakyo@s8.dion.ne.jp

（毎月第３木曜日実施）

行政書士が、あなたの疑問にお答え

します。申込不要・無料です。

テーマ＝相続・遺言、公正証書、契約

書、示談書、内容証明、法人設立、建

設業許可、自動車登録、車庫証明など

とき＝１２月２１日s

13:30～ 16:30

受付場所＝役場１階町民ロビー。受付

後、役場１階相談室で個別相談　

問＝町政策推進室秘書広報グループ（内３１２）

暮らしと事業の行政相談会

すこやか介護教室
（第３回目）

平成１９年４月１日より平成２０年３

月３１日までの間、公民館サークルに

登録を申請される団体に対する説明会

を開催します。登録を申請される団体

は、必ずご参加下さい。

とき＝１２月１７日O 10:00～

場所＝公民館別館３階大研修室

問＝中央公民館1９５７-１４２１

～特別弔慰金が支給されます～

戦没者等の死亡当時のご遺族で、平

成１７年４月１日において、公務扶助

料や遺族年金等を受ける方がいない場

合に、第八回特別弔慰金として額面

４０万円、１０年償還の記名国債が支給

されます。

対象となるご遺族は次の順番による

先順位のご遺族お一人です。

１．弔慰金の受給権者

２．戦没者等の子

３．戦没者等と生計関係を有しており、

かつ、戦没者等と氏が同じである

①父母　②孫　③祖父母　④兄弟姉

妹

４．上記３以外の　①父母　②孫　③

祖父母　④兄弟姉妹

５．上記１から４以外のご遺族で、戦

没者等の死亡時まで引き続き１年以

上生計関係を有していた三親等内の

親族

※請求受付は、平成２０年３月３１日ま

でです。なお、このお知らせは、昨

年７月号・１２月号・今年 7 月号に

も掲載しました。

請求窓口・問＝町福祉推進室社会福祉

グループ（内１５３）

戦没者等のご遺族の
みなさまへ

平成１９年度公民館
サークル登録説明会

｢育てよう一人一人の人権意識｣

思いやりの心・かけがえのない命を

大切に

第５８回人権週間強調事項

○女性の人権を守ろう

○子供の人権を守ろう

○高齢者を大切にする心を育てよう

○障害のある人の完全参加と平等を実

現しよう

○部落差別をなくそう

○アイヌの人々に対する理解を深めよ

う

○外国人の人権を尊重しよう

○ HIV 感染者やハンセン病患者等に

対する偏見をなくそう

○刑を終えて出所した人に対する偏見

をなくそう

○犯罪被害者とその家族の人権に配慮

しよう

○インターネットを悪用した人権侵害

は止めよう

○性的志向を理由とする差別をなくそ

う

○ホームレスに対する偏見をなくそう

○性同一性障害を理由とする差別をな

くそう

○北朝鮮当局による人権侵害問題に対

する認識を深めよう

大山崎町では１２月４日に街頭啓発

を、７日には、｢人権教育研修会｣を実

施します。人権週間をきっかけに今一

度、命の尊さや大切さを実感し、家

庭・学校・職場など身近なところか

ら、人権の大切さについて考えてみま

しょう。

【人権相談】

法務大臣から委嘱された人権擁護委

員の方が、「なごみの郷相談室」で、

第１・第３・第４金曜日（午後１時３０分

～午後３時３０分)に人権相談に応じて

います（無料・秘密厳守）。お気軽に

ご相談ください。

問＝町総務室人事防災グループ

（内３２１）

12月４日～12月10日は
人権週間
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１２月は、初めてキックベースボー

ルをします。ご家族そろってお集まり

ください。

とき・ところ＝１２月２日…町体育館、

９日・１６日…大山崎小学校

いずれも18:00～ 20:30

種目＝バスケットボール、キックベー

スボール、バドミントン、卓球など

対象＝町内に在住及び在勤の方

参加料＝小・中学生１００円（保険料込）

高校生以上２００円（保険料込）

※事前申込は不要、当日会場で受付

わくわくフリーパスポートをお持ち

の方は無料です

主催・問＝わくわくクラブおおやまざき

1９５６-０５６７（町体育館内）

大山崎町に数少なく残る古民家の活

用方法の一例として、古民家を一時的

に装飾し、一日だけのショップ「らら

ん」をオープンします。住民の皆さん

の手作り作品や和装小物を販売、あわ

せて「押し花作品展」も開催されます。

開催日＝１２月３日O

10:00～ 17:00

場所＝西田光宏さん邸（ＪＲ山崎駅

前）／押し花作品展（大山崎ギャラリ

ーNISHIDA）

主催＝大山崎町商工会女性部

問＝町商工会1９５６-４６００

～テーマは“防犯”～

恒例のイルミネーションの季節で

す！町商工会青年部では、今年も住民

の皆さんの参加による「イルミネーシ

ョン・コンテスト」を開催します。今

年は『防犯』がテーマ！寒空の暗い夜

道、通学路にイルミネーションを点灯

し、子供たちや住民の皆さんの安全確

大山崎オーキッド・
イルミネーション

民家活用ショップを
オープン

わくわくサタデーナイト
保に貢献できれ

ばと考えていま

す。

期間＝１２月１日

t ～１月７日 O

点灯時間は夕刻から午前１時まで

場所＝ＪＲ山崎駅前／阪急大山崎駅

前／参加者宅

「イルミネーション・コンテスト」

エントリー募集中！

商工会員企業スポンサーが付いて、

内容もグレードアップしました！

日立建機ザクシス賞１点（賞金５万円）

／朝日新聞賞１点（賞金３万円）／

アキツ アートブラスト賞２点（手彫

りオールドグラスードルフィン・ファンタジー）／

ル・ノーブル賞２点（ロイヤルコペンハーゲ

ン2006年版イヤープレート）

詳しくは大山崎町商工会ホームページ

http://oyamazaki.kyoto-fsci.or.jp

をご覧下さい。

エントリー状況もご覧いただけます。

問＝町商工会1９５６-４６００

募集職種＝嘱託員（国民健康保険レセ

プト事務）

募集人員＝１名

雇用期間＝平成１９年１月１日～平成

１９年３月３１日（更新する場合があり

ます）

応募資格＝国保レセプト事務に関する

知識・経験を有する５５歳未満の方

試験等＝面接による口述試験で、日時

は申込時にお知らせします。

申込先＝役場３階総務室総務人事防災

グループへ直接。郵送不可

提出書類＝履歴書（市販の履歴書に必

要事項を記入し、写真を貼付したもの）

申込期間＝１２月４日p～１２月１５日t

嘱託員（国保レセプト事務）
を募集

8:30 ～ 17:00（土・日曜日および

昼休みを除く）

問＝町総務室総務人事防災グループ

（内３２５）

臨時指導員として登録し、指導員の

欠員時などに勤務していただきます。

勤務時間＝平日１３時～１８時

土曜１１時３０分～１８時

（春・夏・冬休み期間中は、変更あり）

賃金＝時給８２０円

条件＝１８歳以上で高校卒業以上の方。

また子どもの保育に熱心な方。

申込＝市販の履歴書に必要事項を記入

して生涯学習室までご持参ください。

（郵送不可）

問＝町教育委員会生涯学習室

（内２２２）

物件＝ソレイユ大山崎　字円明寺小字

夏目２３番地１

受付期間＝先着順受付中（土・日・祝

休日を除）

受付場所＝京都府住宅供給公社（京都

府庁西別館２階）

※所得制限などの入居条件あり。所得

額によっては家賃減額措置あり。

※掲載時に受付を終了している場合が

あります。電話でお問合せください。

問＝京都府住宅供給公社　民間住宅課

1４３２-２０８６

たいあっぷ住宅（京都府
中堅労働者向け公共賃貸
住宅）入居者募集中

留守家庭児童会臨時指導
員を募集
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映画「子ぎつねヘレン」を上映

－１２月３日～９日は「障害者週間」－

障害や障害のある

人のことを知り、身

近なこととして考え

てみませんか。町、

町社会福祉協議会、町身体障害者協会、

町知的障害者育成会が共催で、記念行

事として映画を上映します。

とき＝１２月２日u

第一部10:30～12:15 第二部14:00～15:45

ところ＝中央公民館ホール

入場無料。申込不要。

問＝町福祉推進室（内１５４）

「人権週間」の機会に、人権問題に

ついて理解を深め、私たちが、ともに

幸せに生きることができる社会のあり

方などについて学習し、実践を進める

ため開催します。

とき＝１２月７日s14:00～ 16:00

ところ＝中央公民館本館１階ホール

内容＝講演「共に働き、共に生きる」

～小さな町の牧童たち～（パート２）

講師＝奈良市・植村牧場株式会社 代

表取締役社長

黒瀬　礼子さん

（写真）

入場無料。

当日参加も可。

申込・問＝

町生涯学習室（内２２２）

人権教育研修会を開催

障害者週間記念行事

天王山の森

林を守るため、

「天王山周辺森

林整備推進協

議会」では、

森林整備構想を作成し、地域の皆さん

の参加による森林、竹林の手入れ（モ

デルフォレストの取組み）を始めてい

ます。

今回、天王山の歴史や身近な自然を

学び、里山を守りはぐくむ心を育てて

いただくため、森林環境教育行事「第

２回天王山森の学校」を開催します。

里山や森林の働きなどに関心のある方

の参加をお待ちしています。

とき＝１２月１６日u 9:30

JR 山崎駅前（大阪寄り）駐輪場集合

15:00解散

少雨決行。参加無料

行先＝天王山周辺

対象＝町内に在住・在勤の小学生以上

の親子計３０名

内容＝里山の観察、“木の実で遊ぼう”、

森の手入れ活動など

持物＝弁当、飲物、菓子、作業できる

服装、軍手、雨具、タオル等

申込＝下記へ、FAX ・電話・Ｅメー

ルいずれかで、住所・氏名・年齢・電

話番号・ FAX 番号をお知らせくださ

い。１２月８日t締切

共催・問＝

府緑化推進協議会京都･乙訓支部

府京都林務事務所

1４５１-５７２４ Fax４５１-５７４５

町経済環境室

1９５６-２１０１ Fax９５７-１１０１

Eメール

keizai@town.oyamazaki.kyoto.jp

第２回「天王山森の学校」
参加者募集

第５４回成人式を開催

します。

とき＝平成１９年

１月８日（祝）

19:30～受付

10:00～式典

ところ＝大山崎町体育館小体育室

対象＝昭和６１年４月２日～昭和６２年

４月１日生まれの方　

町内の対象者には、１１月下旬に案

内ハガキを送付しています。当日、そ

のハガキをご持参ください。まだ届い

ていない場合は、下記までご連絡くだ

さい。

なお、現在は他市町村在住の方も出

席いただけます。氏名・生年月日・電

話番号をお知らせください。

※当日欠席の方にも記念品をお渡しし

ます。１月３１日rまでに、案内ハ

ガキを持参のうえ役場２階生涯学習

室までお越しください。

問＝町生涯学習室（内２２２）

【長寿苑・長寿会連合会共催事業】

年末恒例の餅つき大会を開催します。

おいしいお餅を食べて、元気に新年を

迎えましょう。

とき＝１２月６日r

10:00～ 12:00

ところ＝長寿苑玄関

前

持物＝エプロン・三

角巾

対象＝６０歳以上の町内在住者

参加無料

問＝長寿苑1９５７-１８６０

餅つき大会

成人おめでとうございます

ご案内�

○中央公民館　1957-1421 ○町 体 育 館　1956-0567
○保健センター 1953-3430 ○歴史資料館　1952-6288
○社会福祉協議会 1957-4100 ○ふるさとセンター 1956-2310
○老人福祉センター ○大山崎消防署 1956-0119
「長寿苑」1957-1860 ○福祉センター

「なごみの郷」1957-7530

○役場代表 1 956 － 2101
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久保川、小泉川の清掃
（京都府山城広域振興局の「山城うるお
い水辺パートナーシップ事業」の一環と
して実施）
今年最後の久保川の清掃を行います。河
川は、地域の住民の手で綺麗にすること
が求められています。よろしければ、ご
近所の方もお誘い下さい。
とき＝１２月１０日O

（雨天時は１２月１７日O）
10:00～ 11:00
集合＝西国街道小泉橋（バス停ターミナ
ル）
ご参加できる方は、保険の関係もありま
すので、１２月７日までに名前、住所、
電話番号を下記まで電話または Fax で
お知らせ下さい。
問＝久保川を守る会世話人：竹内碩　電
話・ Fax９５７-５６９２

『ピロティおとくに』会員募集中！
『ピロティおとくに』は、国と乙訓２市
１町からの補助金と会員の会費で、中小
企業勤労者の生活向上、中小企業の振興、
地域の活性化のために活動している公益
法人で、次の事業を行っています。
①各種祝金や見舞金、弔慰金の給付事業
②人間ドック・脳ドックの受診補助や、
フィットネスクラブなどの格安チケッ
トの販売、健康に関する情報提供

③老後に備えてのライフプランに関する
情報提供やセミナーの開催

④娯楽施設など格安チケットの販売や、
旅行資金補助

⑤自治体と労働金庫のタイアップによる
各種融資制度の紹介及び保証料の補助

⑥乙訓近隣のお店や、全国の契約してい
る宿泊施設及び娯楽施設の割引が受け
られる制度

設立１０年を機にサービスが更に充実し
ました。
12月１１日pまで、新規会員入会（ご紹

介）キャンペーン中。入会金（４００円/
１名）を免除します。
問＝「ピロティおとくに」（財）乙訓勤
労者福祉サービスセンター
1０５０-７１０５-８５０６

読書をとおして親子の語らいを
～幼児･児童生徒･保護者等が読書好きに
なるための研修会～
とき＝１２月１６日u 13:30～ 15:30
ところ＝中央公民館本館ホール
内容
・講演「読書をとおして親子の語らいを」
日本児童文学者協会　篠原綾子さん

・小学校図書ボランティアの方の活動紹介
・読み聞かせ
・新刊紹介
主催＝町ＰＴＡ連絡協議会
後援＝町教育委員会
問＝町生涯学習室　1９５６-２１０１
（内２２３）
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９

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
９
５
３
ー
１
１
９
０

Ｅ
メ
ー
ル
　shirei@

otokuni119-kyoto.jp
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
、
あ
と
一
カ
月

と
な
り
ま
し
た
。
あ
わ
た
だ
し
く
な
る

年
末
を
迎
え
、
つ
い
つ
い
、
火
の
元
が

お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

次
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

■
暖
房
器
具
の
使
用
は
正
し
く
安
全
に

急
に
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
こ
の
季

節
、
暖
房
機
器
に
よ
る
火
災
が
多
く
発

生
し
ま
す
。

『
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
給
油
は
消
火
し
て

行
う
』

『
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い
』

こ
れ
ら
の
こ
と
に
注
意
し
て
正
し
く

使
い
ま
し
ょ
う
。

■
放
火
に
よ
る
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

年
末
は
全
国
的
に
放
火
に
よ
る
火
災

が
多
く
発
生
す
る
時
期
で
す
。『
家
の

周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な

い
』『
車
や
バ
イ
ク
な
ど
の
ボ
デ
ィ
ー

カ
バ
ー
は
燃
え
に
く
い
も
の
を
使
う
』

な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
放
火
さ
れ
な
い

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

大
山
崎
消
防
署
で
は
年
末
防
火
運
動

期
間
中
、
消
防
車
両
に
よ
る
巡
回
広
報

や
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
住
民
の
皆
さ

ん
に
防
火
を
呼
び
か
け
ま
す
。

ま
た
大
山
崎
町
消
防
団
で
は
、
12
月

25
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
特
別
警
戒
体

制
を
と
り
、
各
分
団
詰
所
で
災
害
に
備

え
て
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。
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12
月
20
日
（
水
）
〜
31
日
（
日
）

平
成
18
年
　
年
末
防
火
運
動

消�防�

ば�ひ�ろ�

1956-0119
大山崎消防署�

毎月１日は
無火災推進日

文
字
通
信
に
よ
る

１
１
９
番

「
こ
こ
ろ
く
ん
シ
ス
テ
ム
」

を
導
入

訂正とお詫び

１１月号消防ひろばの中で、誤りがありまし

た。訂正し、お詫びいたします。

京都府救急医療情報システム、問合せのイン

ターネットアドレス

http://www.qq.pref.kyouto.jp/とありまし

たが、正しくは、

http://www.qq.pref.kyoto.jp/です。



みんなの伝言板�

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
希
望
さ
れ
た
方
の
み�

　
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。�

　 

（
敬
称
は
省
略
し
ま
し
た
）�

（
尻
　
江
）
藏
端
　
勇
人
（
ゆ
う
と
）�

（
宮
　
脇
）
東
野
　
佐
丞
（
さ
す
け
）�

（
北
　
浦
）
小
林
　
日
月
（
ひ
づ
き
）�

（
西
法
寺
）
大
類
　
瑞
奈
（
み
ず
な
）�

生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん�

（
10
月
中
受
付
分
）� 大 山 崎 町 の 面 積 　５．９７k㎡�

大山崎町の推計人口　（前月比）�
総　数 １５,０８５人 （－１８）�
男　性 ７,４１３人 （－９）�
女　性 ７,６７２人 （－９）�
世帯数　 ５,７９１世帯 （－６）�

２００６年１１月１日現在�

　
文
化
財
（
山
崎
院
跡
）
表
示
石
柱
一
基�

　
　
　
　
　 

全
京
都
建
設
協
同
組
合
様
よ
り�

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た�

（
脇
　
山
）
神
谷
タ
ミ
エ
　
　
89
歳�

亡
く
な
ら
れ
た
方�

申込締切＝１２月９日u

申込・問＝津田　1９５６-０２１８（１８時
以降）

正月用青竹販売
とき＝１２月２３日u ２４日O

10:00～ 15:00頃　　小雨決行
ところ＝桜の広場（山崎聖天の下）
迎春用の青竹花器などを販売、ご希望に
も応じます。豚汁もあります。
主催＝大山崎竹林ボランティア
問＝石原　1０９０-８７９８-５４５６

平成１８年度「ふれ～る大学講座」
クリスマスコンサート
とき＝１２月１６日u 17:30開演
ところ＝府立婦人教育会館（長岡京市長
法寺）
演奏＝ミュージックアンサンブル
“VIVO”
対象＝１５０名。先着順（中学生以下は保
護者等同伴）
参加料＝無料
申込・問＝１２月１４日sまでに1・FAX
で住所・氏名・電話番号・年代を下記へ。
「ふれ～る京都府立婦人教育会館」
1９５５-６９４１ FAX９５５-６７６８

大山崎町ミックスダブルステニス大会
結果
とき＝11月４日u

ところ＝丹波自然運動公園
主催＝ドルチェテニスクラブ
入賞者
優　勝　永田敏明・永田明日香
準優勝　大岳　登・北川　順子
３　位　中村　博・林　　敦子
優　勝　木下廣美・中村　靖子
準優勝　金村　滋・金村弓美恵
３　位　　田浩司・　田　幸

問＝近江　1９５７-１７０８

大山崎俳句会（超結社俳句会）
とき＝１２月６日r 13:00～ 16:30
ところ＝大山崎ふるさとセンター
会費＝1,500円/半年
当季雑詠　２～３句
問＝川嶋　1９５６-１８５６　

源氏物語を読む会　講演会
とき＝１２月２日u 14:00～ 16:00
ところ＝長岡京市立産業文化会館　３階
テーマ＝源氏物語の女君－浮舟を中心と
して
講師＝福嶋昭治さん　園田学園女子大学教授
原文朗読＝山本孝子
参加費＝1,000円（資料代）
問＝村上1９５７-４９５０

山本1９５６-２５５２

親子プチカフェ
とき＝１２月８日t 10:30～ 13:00
ところ＝長岡京市中央公民館講座室
内容＝親子遊び、交流会、カフェタイム
対象者＝２歳未満の乳幼児とその保護者
参加費＝５００円
※要予約 １２月１日～電話受付、先着
20組

主催＝NPO法人おとくにパオ
問＝相模　1９５５-４３６６

新春お正月のいけばな教室
（仲間を募集）
初心者の方も、歓迎です。
とき＝１２月２７日r 10:00～ 11:30
ところ＝ふるさとセンター1階
講師＝鳥家美翠さん
参加費＝2,800円（花材費、講師代等）
持物＝はさみ、剣山、花器（ない方は、
深大皿、大丼鉢、つぼ（（口径８～１０㎝））等。
詳細は、問い合わせください。）
対象＝大人、小学生親子、中高生。

定員１５人
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クラシックバレエを体験しませんか？
とき＝１２月４日p・１８日p

ところ＝鏡田（森崎先生の教室）
対象＝初心者の方、幼児、小中高生、成
人、ミセス。経験のある方も可
費用＝５００円（２回）
主催＝大山崎クラシックバレエサークル
問＝西澤　1９５２-５８３９

1０９０-２０１７-４４３３

アサヒビール大山崎山荘美術館開館
１０周年特別企画　　

「現代の工芸三人展
－受け継がれた伝統－」

とき＝１２月６日r ～１９年１月２８日O

月曜（祝日は翌日火曜）および１２月２５日
～１月２日は休館
ところ＝アサヒビール大山崎山荘美術館
1９５７-３１２３（総合案内）
入館料＝大人７００円　高大生５００円

乙訓の文化遺産を守る会
第２９回歴史文化教室のご案内
とき＝１２月１０日O 13:30
ところ＝長岡京市産業文化会館３階
参加費＝３００円（資料代）
鑑賞＝DVD「月の輪古墳発掘」・
DVD「長岡京市の古墳」
講演＝「現代と文化財問題」石部正志さん
（文化財保存全国協議会代表理事）
問＝坂下　1９３３-８７９０

山桜会のご案内
とき＝１２月８日t 雨天中止
行先＝石部宿場町・常楽寺（国宝）・長
寿寺（国宝）・白山神社・吉姫神社・本
陣跡　約１０k
集合＝ JR長岡京駅　8:50（切符は JR
石部まで）
問＝福田　1９５７-０４１８
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　民地に生えている樹木の枝や葉が茂って道路上にはみ出し、通行の支障と�
なっている場合が見受けられます。特に、雨の日は枝が垂れ下がり、危険で�
す。土地の所有者の方は、はみ出た枝を剪定するなど、樹木を正しく管理し�
てください。　　　　　　　　　　　　　　　　　～まちづくり推進室～�

危ない！前が見えない�

役� 老� 体�

公� ふ� 歴�

カレンダー下の休業・�
休館日のお知らせは�

＝役場　　　　＝老人福祉センター　　　　＝町体育館�
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町税などの納付は、便利で安全な口座振替をご利用ください。�

今月の納付�

心配ごと相談�
（福祉・子育て・人権）�
　なごみの郷相談室�
　13:30-15:30

※学校開放（体育館・運動場）�
大山崎小・第二小　8:30-12:00�
いきいき朝市　円明寺脇山　9:00-売切れ�
天王山森林ボランティア養成講座　ふるさとセンター　9:30-15:00�
わくわくサダデーナイト　町体育館　18:00-20:30�
障害者週間記念行事「子ぎつねヘレン」映画上映�
中央公民館　一部：10:30～　二部：14:00～上映�

道路側溝の泥の収集�
　町内一円　9:00-17:00�
　前日までに町まちづくり推進室へ�
飼えなくなった犬・猫の引き取り�
　町経済環境室　8:30-10:00�
 （毎週火曜日、但し祝日は除く）�
子育て相談　各保育所　9:00-16:00�
園庭開放　各保育所　10:00-11:30

餅つき大会（60歳以上対象）�
　長寿苑　10:00-12:00

人権教育研修会�
　中央公民館ホール�
　14:00-16:00�
ふれあいいきいきサロン�
　円明寺ヶ丘自治会館�
　13:30-15:30

町議会本会議開会� ※学校開放（体育館・運動場）�
　大山崎小・第二小　8:30-12:00�
いきいき朝市�
　円明寺脇山　9:00-売切れ「冬野菜特別市」�
わくわくサダデーナイト�
　大山崎小　18:00-20:30

消費生活相談（無料）�
　役場1階相談室　13:30-15:30�
ふれあいいきいきサロン�
　なごみの郷　13:00-15:00�
子育て相談　各保育所　9:00-16:00�
健康相談（60歳以上対象）�
　長寿苑　10:00-11:30

町議会本会議（一般質問）�町議会本会議（一般質問）�
第3回すこやか介護教室�
認知症を共に学ぶ�
　なごみの郷　10:30-12:00

町議会総務常任委員会�
町議会厚生常任委員会�
心配ごと相談�
（福祉・子育て・行政・人権）�
　なごみの郷相談室�
　13:30-15:30

※学校開放（体育館・運動場）�
　大山崎小・第二小　8:30-12:00�
いきいき朝市�
　円明寺脇山　9:00-売切れ「もちつき感謝市」�
天王山整備事業「第2回天王山森の学校」�
　天王山周辺　9:30-15:00�
わくわくサダデーナイト　大山崎小　18:00-20:30

町議会建設上下水道常任委員会�町議会第二外環状道路等対策�
特別委員会�
子育て相談�
　各保育所　9:00-16:00�
園庭開放�
　各保育所　10:00-11:30

町議会本会議閉会� 暮らしと事業の行政相談�
　役場1階　13:30-16:30�
健康相談（60歳以上対象）�
　長寿苑　13:00-14:30

町立小中学校終業式�
クリスマス会�
　各保育所　10:00-11:30�
心配ごと相談�
（福祉・子育て・人権）�
　なごみの郷相談室�
　13:30-15:30

いきいき朝市�
　円明寺脇山　9:00-売切れ「冬野菜特別市」�

大山崎町消防団年末特別警戒�
　各分団詰所�
　12月31日まで�

子育て相談�
　各保育所　9:00-16:00�
園庭開放�
　各保育所　10:00-11:30

いきいき朝市�
　円明寺脇山　9:00-売切れ�
 「歳末特別市」�

年末・年始可燃ごみ特別収集�
　火・金曜日収集地域�

年末・年始可燃ごみ特別収集�
　月・木曜日収集地域�

＝休�

国民年金保険料　１１月 分（１２月２５日pまで）�
固 定 資 産 税　第３期分（１２月２５日pまで）�
国民健康保険税　第７期分（１２月２５日pまで）�
介 護 保 険 料　第７期分（１２月２５日pまで）�
�

役�老�

＝休�役�老�

＝休�役�老�

＝休�役�老�

＝休�役�老�

＝休�公�ふ�歴�体�

＝休�公� ＝休�歴� ＝休�歴� ＝休�歴� ＝休�歴�ふ�歴�体�

＝休�公�ふ�歴�体�

＝休�公�ふ�歴�体� ＝休�老�公�ふ�歴�体� ＝休�役�老�公�ふ�歴�体� ＝休�役�老�公�ふ�歴�体�

＝休�役�老�

＝休�役�老�

＝休�役�老�

＝休�役�老�公�ふ�歴�体� ＝休�役�老�公�ふ�歴�体� ＝休�役�老�公�ふ�歴�体� ＝休�役�老�公�ふ�歴�体� ＝休�老�公�ふ�歴�体�

※学校開放は、地域子ども教室推進事業として実施しています。�

図書室休日�

元日�

天皇誕生日�


